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お わ り に

本年度の校内研修は，平成２７・２８年度の文部科学省委託事業「道徳教育総合支援事

業」を受けた初年度の研究でした。昨年度までの算数科に視点を当てた思考力・表現力の

育成についての研究成果を継承しつつ，研究対象を道徳に視点をあて，学び合いや伝え合いを

取り入れた授業づくりを通して，ともに考えを深められる児童の育成を目指したいと考え，研

究をスタートしました。そこで，研究主題を「ともによりよく生きようとする児童の育成

～自分の思いや考え方を伝え合う道徳の時間の工夫･改善を通して～」と設定して研究に

取り組みました。

しかし，それぞれの教員がこれまでに道徳の授業実践は行っていたものの，道徳の授業

はどのように行えばよりよい実践ができるようになるのか，改めて考えてみる必要に迫ら

れました。校内の体制を強化し，研修主任を中心とした研修推進委員会を作り，その中に

３つの研究部会と低中高学年ブロックを縦横に配置し，推進委員会，各部会，全体会等で

研究を少しずつ進めてきました。また，学習指導要領の改訂の内容把握，道徳の教科化に

ついての理解，実際に道徳の授業を展開するためのポイントなど，必要な情報を収集する

ため，先進校視察，講演会の受講などを繰り返し行いました。特に，文部科学省教科調査

官の赤堀博行様には，早い段階から本校にいらしていただき，指導をしていただきました。

その結果，少しずつ我々が取り組むべき方向性が見えてきました。そして各部会で，資料

の収集，別葉の作成，実態調査，環境整備などをとおして，道徳教育活動を展開していく

ための下地作りを進めるとともに，各教員は，一人２授業公開という積極的な授業公開と

研究会を学校全体の推進体制のもと実施してきました。

このような実践を積み重ねることを通して，学校全体の雰囲気が落ち着き，児童も教員

も前向きになってきた事を感じます。道徳の別葉を作ることにより，教員が道徳の関連項

目を教育活動全体の中で常に意識した動きをすることにより，子どもたち一人一人も道徳

の時間で学んだことを意識して自分をよりよくしようと行動できるようになりつつありま

す。また，全員で授業づくりに関わり，互いに授業を参観し合い，授業について良さや課

題を述べ合うことを通して，他の教師の授業づくりや指導技術から，様々なものを共有す

ることができたことも大きな成果だと思います。今年度の研修を通して全教職員がひとつ

になれたという気がします。

本年度の校内研修を進める中で，二つの課題が見えてきました。一つ目は，子どもたち

が学習した内容を自分ごととして考えられるよう，自ら考え振り返る場を工夫したり，予

想される児童の反応と発問を結び付け，補足発問を準備したりしておく必要があると言う

ことです。また二つ目は，思いや考えたことを伝え合える話し合いの活動内容や視点を工

夫したり，場の位置付けを考えたりしながら授業を構想をする必要があるということです。

以上のような，研修の成果と課題を踏まえて，ともによりよく生きる児童が育つことを

願い，次年度の研修につなげていきたいと思います。

伊勢崎市立名和小学校 教頭 石川 一彦

研究に携わった職員

校 長 松嶋いづみ ４年１組 村杉 彩 事務主事 石原亜佑美
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